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新
潟
市
立
上
山
中
学
校
教
諭

保ほ

科し
な

賢け
ん

一い
ち

郎ろ
う

「
物
語
が
走
る
」（
二
年
第
五
単
元
）

連
載
―
教
材
化
の
工
夫

―
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
と
連
動
し
た
授
業
―

一

は
じ
め
に

上
山
中
学
校
で
は
、
二
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
、

新
潟
市
の
歴
史
を
学
ぶ
「
新
潟
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

・
新
潟
地
震
の
体
験
談
を
取
材
す
る
。

・
万ば

ん

代だ
い

シ
テ
ィ
の
歴
史
を
取
材
す
る
。

・
万
代
橋
の
歴
史
を
取
材
す
る
。

・
掘
割
の
歴
史
と
現
在
の
取
り
組
み
を
取
材
す
る
。

・
水
田
の
乾
田
化
の
取
り
組
み
を
取
材
す
る
。

・
通つ

う

船せ
ん

川
の
歴
史
を
取
材
す
る
。

な
ど
、
三
〜
五
人
で
班
を
作
っ
て
、
右
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
学
習
と
、
二
年
第
五
単
元
「
物
語
が
走
る
」
の
学
習

を
連
動
さ
せ
て
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
く
授
業
を
行
っ
た
。

二
　
指
導
計
画
（
八
時
間
）

①
通
読
す
る
。

・
語
句
の
意
味
を
確
認
す
る
。

・
筆
者
が
Ｓ
Ｌ
に
つ
い
て
取
材
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
を
考
え
る
。

②
取
材
内
容
を
整
理
す
る
。

・「
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
取
材
マ
ッ
プ（
図
１
）」を
使
っ
て
、
筆
者

が
ど
こ
の
だ
れ
に
取
材
し
た
か
を
整
理
す
る
。

③
取
材
場
面
で
の
質
問
内
容
を
想
像
す
る
。

・
四
人
で
班
を
作
り
、
取
材
相
手
を
分
担
す
る
。

・「

」
を
使
っ
て
、

筆
者
が
ど
ん
な
質
問
を
し
た
の
か
想
像
す
る
。

④
よ
い
質
問
の
し
か
た
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
班
で
、「
な
り
き
り
シ
ー
ト
」
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
。

・
考
え
た
質
問
の
し
か
た
が
よ
い
か
、
意
見
を
交
換
す
る
。

・
も
う
一
度
、
個
人
で
「
な
り
き
り
シ
ー
ト
」
を
完
成
さ
せ
る
。

⑤
筆
者
が
い
ち
ば
ん
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
。

・「
な
り
き
り
シ
ー
ト
」
を
も
と
に
、
筆
者
の
い
ち
ば
ん
伝
え

た
か
っ
た
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
発
表
す
る
。

※
①
〜
⑤
の
学
習
を
も
と
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
「
新
潟
ヒ

ス
ト
リ
ー
」
で
、
実
際
に
取
材
し
て
く
る
。

⑥
⑦
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
く
。

・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
条
件
を
説
明
す
る
。

・
各
自
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
レ
ポ
ー
ト
用
紙
に
書
く
。

⑧
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
発
表
す
る
。

・
よ
く
で
き
た
も
の
を
発
表
す
る
。

三
　
授
業
を
作
る
工
夫

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
中
で
新
潟
市
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
方
の
熱
意
と
愛
情
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
を
ま
と
め
る
に
は
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
形
に
す
る
の
が
適

切
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

生
徒
は
今
ま
で
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」の
中
で
は
、
取
材
し

た
こ
と
や
集
め
た
資
料
を
ま
と
め
る
学
習
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
ま
と
め
る
。（
一
年
／
グ
ル
ー
プ
）

・
ポ
ス
タ
ー
で
ま
と
め
る
。（
二
年
／
グ
ル
ー
プ
）

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て
は
、
書
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、

「
物
語
が
走
る
」
を
モ
デ
ル
に
す
る
こ
と
で
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

の
形
式
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

図
２
　
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
な
り
き
り
シ
ー
ト

図
１
　
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
取
材
マ
ッ
プ
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●
工
夫
１

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
取
材
マ
ッ
プ
（
図
１
）

筆
者
が
ど
こ
に
取
材
に
行
っ
た
の
か
を
、
マ
ッ
プ
で
整
理
す
る
。

マ
ッ
プ
は
、
ひ
と
目
で
全
体
が
わ
か
る
の
で
、
文
章
全
体
を

把は

握あ
く

す
る
の
に
役
立
つ
。
ま
た
、
マ
ッ
プ
の
ラ
ベ
ル
に
条
件
を
与

え
る
こ
と
で
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
ラ
ベ
ル
の
条
件
設
定
〉（
図
１
参
照
）

・
最
初
の
ラ
ベ
ル
（
第
一
円
）→

取
材
場
所

・
次
の
ラ
ベ
ル
（
第
二
円
）→

取
材
相
手
と
そ
の
立
場

●
工
夫
２

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
な
り
き
り
シ
ー
ト
（
図
２
）

筆
者
の
取
材
を
追
体
験
す
る
学
習
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
。

「

」
で
記
述
さ
れ
て
い
る
取
材
相
手
の
言
葉
を
、
ど
う
い
う

質
問
で
引
き
出
し
た
の
か
を
想
像
し
、
筆
者
に
な
り
き
っ
て
質
問

を
考
え
る
。

〈「
な
り
き
り
シ
ー
ト
」
で
身
に
つ
く
力
〉

・
質
問
の
し
か
た
を
学
ぶ
こ
と
で
、
実
際
に
取
材
す
る
と
き
、

ど
う
い
う
質
問
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
わ
か
る
。

・「
一
つ
質
問
し
て
答
え
て
も
ら
う
」
ま
た
「
一
つ
質
問
し
て

答
え
て
も
ら
う
」
の
繰
り
返
し
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。

・「
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。」
と
い
っ
た
、
合
い
の
手
が
必
要
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

以
上
の
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
緻ち

密み
つ

な
取
材
が

実
現
で
き
る
。
緻
密
な
取
材
は
、
緻
密
な
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に

結
び
付
く
。

●
工
夫
３

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
条
件

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
は
、
主
観
を
交
え
ず
、
社
会
の
現
実
や
個
人

の
体
験
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
い
た
記
録
文
学
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、「
物
語
が
走
る
」
を
モ
デ
ル
に
、
次
の
条
件
を
与
え
た
。

〈
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
条
件
〉

・「

」
を
使
っ
て
取
材
相
手
の
言
葉
を
書
く
。

そ
の
際
、
会
話
を
そ
の
ま
ま
書
く
の
で
は
な
く
、
要
約
し
て

書
く
。

・
取
材
相
手
の
熱
意
や
思
い
を
読
み
手
に
伝
え
る
。

・
筆
者
の
感
想
を
最
後
に
一
文
程
度
入
れ
る
。

・
日
付
や
時
間
を
入
れ
る
。

四
　
お
わ
り
に

生
徒
は
教
育
課
程
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
る
。

国
語
は
教
育
課
程
の
す
べ
て
に
か
か
わ
る
重
要
な
教
科
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
「
連
動
し
た
授
業
」
は
、
非
常
に
有
効
だ
と
い
え
る
。

上
山
中
学
校
二
年

万
代
橋
を
渡
り
、
東
大
通
り
を
は
さ
ん
で
右
側
に
あ
る
ダ
イ
エ
ー
新

潟
店
。
ダ
イ
エ
ー
は
今
、
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ダ
イ
エ
ー
新
潟
店
は
、
日
本
海
側
で
最
大
規
模
、
万
代
シ
テ
ィ
の
中
心

的
存
在
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
裏
日
本
の
商
業
革
新
を
目
指
し
、
新
潟
市
の
発
展
と
人
々
の
よ
り
豊
か

な
暮
ら
し
へ
の
貢
献
、
よ
り
豊
か
な
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
、
こ
の
新

潟
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
運
営
し
て
来
ま
し
た
。
私
達
は
、
そ
の
目
的
を

十
分
に
果
た
し
た
ダ
イ
エ
ー
新
潟
店
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
」

総
務
課
の
海
老
名
毅
さ
ん
は
語
る
。

「
一
九
七
三
年
ダ
イ
エ
ー
新
潟
店
オ
ー
プ
ン
当
時
、
新
潟
市
に
は
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ダ
イ
エ
ー
を
利
用
さ

れ
る
、
全
て
の
お
客
様
か
ら
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
店
を
目
指
し
て
、
当

時
は
毎
日
必
死
に
頑
張
り
ま
し
た
」

オ
ー
プ
ン
当
時
、
駐
車
場
に
入
る
車
が
延
々
と
並
ん
だ
。
お
客
様
は

常
に
売
場
に
満
ち
溢
れ
、
と
に
か
く
よ
く
売
れ
て
、
従
業
員
は
商
品
の

補
充
に
追
わ
れ
て
、
日
々
何
か
を
考
え
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。

「
ダ
イ
エ
ー
新
潟
店
ほ
ど
、
開
店
当
初
か
ら
お
客
様
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
た
店
は
他
に
は
な
い
、
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
」

海
老
名
さ
ん
は
誇
ら
し
げ
に
話
す
。

だ
が
最
近
、
ダ
イ
エ
ー
新
潟
店
は
売
り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。

「
こ
こ
数
年
、
ジ
ャ
ス
コ
、
ア
ピ
タ
、
サ
テ
ィ
ー
、
ヨ
ー
カ
ド
ー
と
い
っ
た

郊
外
型
の
大
型
ス
ー
パ
ー
の
出
店
が
相
次
ぎ
、
さ
ら
に
百
円
シ
ョ
ッ
プ
、

ユ
ニ
ク
ロ
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
の
進
出
が
激
化
し
、
又
、
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
に
よ
る
デ
フ
レ
型
複
合
不
況
の
定
着
、
そ
れ
に
よ
る
各
家
庭
で

の
消
費
支
出
の
低
迷
が
重
な
り
、
従
来
の
よ
う
な
右
肩
上
が
り
の
売
り

上
げ
は
、
期
待
出
来
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。」

海
老
名
さ
ん
は
、
名
札
と
一
緒
に
つ
い
て
い
る
マ
ー
ク
に
つ
い
て
話

し
て
く
れ
た
。
そ
の
マ
ー
ク
は
二
人
の
人
間
が
走
っ
て
い
る
様
子
が
描

か
れ
て
い
た
。

「
こ
の
マ
ー
ク
に
は『
新
し
く
出
発
す
る
』と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

売
り
上
げ
低
迷
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、
創
業

理
念
で
あ
る『for

the
custom

ers

』お
客
さ
ま
の
為
に
を
基
本
に
置

き
、
新
生
ダ
イ
エ
ー
と
し
て
、
再
生
発
展
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
決
心
し

ま
し
た
。」

商
売
を
す
る
こ
と
は
、
楽
な
こ
と
で
な
い
。
そ
し
て
、
お
客
様
の
信
用

を
得
る
こ
と
も
決
し
て
楽
な
こ
と
で
は
な
い
。
ダ
イ
エ
ー
は
、
お
客
様
を

第
一
に
考
え
、
今
日
も
明
日
も
営
業
を
続
け
る
。「
お
客
様
は
神
様
」
と

は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思
っ
た
。

生
徒
が
書
い
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

▲
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